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仕様書　3.委託業務の内容
（５）プログラムのフローチャートの作成
　　ア．白書検索において、プログラムの全体が理解
できるように、全体を個々のプログラム分けてその機
能が分かる名称あるいは説明を加え、フローチャート
を作成すること。
　　イ．文書検索、デルファイ調査検索についても、
同様にフローチャートを作成すること。

単にプログラムのソースコードをフローチャート化す
るだけでも、要件によって作業量は膨大となります。
それに加えて、画面単位での処理で出すのか、ユーザ
の利用シナリオにあわせて複数画面を組み合わせた流
れを提示するのか等、取り組み方も無数に存在しま
す。自然言語処理の部分に集中するとしても、形態素
解析や分散表現の原理に踏み込む場合はソースコード
をすべて読み込む必要があり、膨大な作業量となりま
す。
　
　説明会では、「担当者様がわかるよう、A3用紙1枚づ
つ程度に」、と回答を頂きましたが、「担当者様がわ
かる」では仕様に提案すること自体が難しいので、具
体的に要件を設定していただくか、対応できる範囲で
かまわない、との要件として頂けますか。

　いずれにせよ、3件のシステムの改築に加え、左記の
対応を行うのであれば、対応できるのは予算範囲で制
限される事となるかと考えています。

■「プログラムのフローチャート」は、詳細なアルゴリズムの記述を
求めているわけではありません。

■全体のプログラムを ある程度の機能のまとまり（サブプログラ
ム）に分け、各サブプログラムが、それぞれ、どのような機能を担っ
ているかを記述し、それらのサブプログラムの関係について図で示し
てください。
このサブプログラムの関係を示した図を、「フローチャート」とし、
この「フローチャート」によって、プログラム全体の構造を概観し、
理解することを目的としています。
 
■「サブプログラム」の例
白書検索では「Help」が以下の構成になっています。
 
（１）白書検索について
　　　◆概要　◆収録データ
（２）白書の検索
　　　◆部分一致検索　◆あいまい検索　◆その他の検索
（３）分析ツール
　　　◆単語出現回数分析　◆関連文書時系列分析
　　　◆キーワードマップ
 
この「Help」の区分をひとつの基準として、サブプログラムの単位と
していただくことが考えられます。
もちろん、実際のプログラムが全て、「Help」の構造に反映されてい
るわけではないと思いますので、実際の構造に適した記述で構いませ
ん。
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